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 桜が丘晴山苑 

令和４年４月２２日 

久しぶりの積雪と例年より寒さが続いた冬がやっと過ぎ気持ちも和らぐ暖かな春の季節

となりました。桜が丘晴山苑は４月より、市立養護学校、桜が丘特別支援学校から５名の方をお迎えし、華や

かなスタートとなりました。作業室内にも春色の新しい風が流れ込み明るい雰囲気に包まれています。そし

て、１５年ほど前、同じようにお迎えしたご利用者様の当時の様子を懐かしく思い出しました。学校とは違う

雰囲気の中不安げな表情で過ごされていたが方々が今では落ち着いた様子でしっかり作業に取り組まれていま

す。お迎えした事を最近のように感じますがベテランぶりを見ると長い月日を感じます。当苑も新入職員も含

め、気持ちも新たに更なるサービスの質の向上を目標と致します。また、本年度もご利用様・ご家族・地域の

皆様からのご意見・ご要望を頂きながら、職員一同末長く愛される施設づくりを目指して参りますので、ご協

力の程よろしくお願い申し上げます。 

 市立養護学校から来ました和田蒼

一郎です。蒼は人懐っこくよく話し

掛けますが、話題作りが下手で分

かっていることを聞いたりしますが

本人なりに親睦を深めたいのだと思

います。てんかん持ちで、よく発作

を起こしますが、見守って頂けたら

有り難いです。 

色々とご迷惑をお掛けするかとおも

いますが、よろしくお願いします。  

和田蒼一郎
わ だそう いちろう

さん      

四月から通い始めました江川颯で

す。ぼくのゆめは、スーツアクター

になることです。そのために力仕事

をがんばりたいです。こまかい作業

もすきなのでおしえてください。よ

ろしくおねがいします。 

   江川颯
えがわそう

さん 

 四月からお世話になります栗山日

菜子です。出身校 千葉市立養護学

校 血液型Ａ型 家族構成 父・

母・弟（高一）好きな事テレビ（朝

ドラを毎日見てます。）好きな食べ

物 カレー・グラタン晴山苑で楽し

く仕事を頑張りたいです。（本人）

色々とご迷惑をかける事も多いかと

思いますがよろしくお願い致しま

す。（母） 

栗山日菜子
く り や ま ひ な こ

さん  

 4月1日歓迎会が行われました。

お弁当を食べ桜の下で記念撮影、

花束贈呈を行いすてきな会になり

ました。５人のこれからの苑生活

が楽しくなることを願っていま

す。 

稲川有紀菜
い な が わ ゆ き な

さん 

 川村悠斗 出身校 千葉市立養

護学校 好きな食べ物・飲み物 

カレー・リンゴジュース  趣味 

ゲーム（マリオカート・太鼓の達

人）をしたり、テレビやＤＶＤを

観る事です。アニメのトムとジェ

リーやトイストーリーが好きで

す。早く作業を覚えて、がんばり

ます。自分の気持ちを伝えられな

くて、色々とご迷惑をかけるかも

しれませんが、よろしくお願いし

ます。 川村悠斗
かわむらゆうと

さん 

施設長より 

 四月から苑を利用することとな

りました。皆となかよくしたいで

す。 

お仕事がんばります。 

どうぞよろしくお願いします。  

寺田愛理
て ら だ あ い り

さん          
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編

集

後

記

日
本
人
に
欠
か
せ
な
い
主
食
と
言
え
ば
、
お
米
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。 

古
く
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
年
貢
米
と
し
て
お
金
で
は
な
く 

「
お
米
」
を
税
金
と
し
て
納
め
る
こ
と
を
課
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。 同

様
に
西
洋
で
は
、
「
麦
」
を
税
金
と
し
て
納
め
る
よ
う
に
課

せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

近
年
で
は
、
パ
ン
食
志
向
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り

日
本
人
根
付
い
て
い
る
ご
飯
を
愛
す
る
気
持
ち
は
、
変
わ
ら
な
い

と
言
え
ま
す
。 

 

鈴
木
勝
也 

 

４
月
か
ら
新
入
苑
者
の
方
が
５
人
来
苑
さ
れ
ま
し
た
。 

暖
か
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
体
調
に
は
気
を
付
け
て
下
さ
い
。 

 

國
吉
康
太 

一
月
十
八
日
（
火
）
、
十
九
日
（
水
）
に
、
東
金
市

の
「
み
の
り
の
郷
」
へ
い
ち
ご
狩
り
へ
行
き
ま
し
た
。 

六
種
類
の
い
ち
ご
を
お
腹
一
杯
食
べ
比
べ
な
が
ら
、

美
味
し
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
月
か
ら
桜
が
丘
晴
山
苑
に
来
ま
し
た
。 

来
て
間
も
な
く
二
度
の
大
雪
が
あ
り
、
大
変
な
日
も 

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
、
苑
の
桜
の
木
が
満
開
で
す
。 

皆
様
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
「
こ
こ
に
通
っ
て
良
か
っ

た
」
と
思
っ
て
頂
け
る
様
頑
張
り
ま
す
。

野
尻
美
紀

の

じ

り

み

き 

防

災

訓

練

令和4年４月２２日 

 

四
月
十
五
日
（
金
）
に
あ
い
に
く
の
天
気
で
雨
の
中
、
避

難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

避
難
場
所
を
食
堂
に
変
更
し
ま
し
た
の
で
、
雨
に
濡
れ
る

事
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

こ
こ
最
近
地
震
が
頻
発
し
て
お
り
、
福
岡
で
は
、
歴
史
あ

る
市
場
が
大
火
事
に
な
る
な
ど
、
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い

る
事
も
あ
り
、
よ
り
一
層
注
意
や
警
戒
を
怠
ら
ず
日
々
を
過

ご
す
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

西
本
誠

に
し
も
と
ま
こ
と

さ く ら だ よ り 
 

新
規
職
員
二
名
が
入
職
い
た
し
ま
し
た
。 

野
尻
美
紀
職
員
と
今
泉
英
美
職
員
で
す
。 

両
新
規
職
員
よ
り
挨
拶
と
紹
介
を
伺
い
ま
し
た
。 

新

規

職

員

紹

介

 

今
年
度
よ
り
生
活
支
援
員
と
し
て
桜
が
丘
晴
山
苑
で 

勤
務
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。 

今
泉
と
申
し
ま
す
。 

わ
か
ら
な
い
事
も
多
く
至
ら
な
い
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
少

し
で
も
早
く
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
に
、
一
日
一
日
大
切
に

し
な
が
ら
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

今
泉
英
美

い
ま
い
ず
み
え
み 

異

動

情

報

「
み
の
り
の
郷 

東
金 

い
ち
ご
狩
り
」 

令
和
四
年
一
月
十
八
日
・
十
九
日
に
生
活

介
護
事
業
で
東
金
市
の
み
の
り
郷
へ
い
ち
ご

狩
り
に
行
き
ま
し
た
。 

高
嶋

た
か
し
ま 

悟

 

さ
と
る 

 
 

職
員 

行
川

な
め
か
わ 

明
人

あ
き
ひ
と 

職
員 

ば
ら
の
里
で
の
「
ば
ら
・
庭
管
理
作
業
」
、
剪
定
・
草
刈
り
、

畑
作
業
で
の
野
菜
生
産
等
の
外
作
業
を
中
心
に
長
き
に
わ
た
り
尽

力
頂
き
ま
し
た
高
嶋
職
員
、
行
川
職
員
が
３
月
を
も
ち
ま
し
て
退

職
さ
れ
ま
し
た
。 

長
年
培
っ
た
外
作
業
、
畑
作
業
は
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。 

林
は
や
し

輝
子

て

る

こ 

職
員 

事
務
職
員
と
し
て
、
苑
を
支
え
て
頂
い
た
林
職
員
が
２
月
を
も

ち
ま
し
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。 




